
日消外会議 15(4):649～ 658,1982年

大腸内多発癌の手術例の検討,自 験例 4例 と

本邦文献例107例の分析

埼玉医科大学第1外科

羽  田  野   隆

ANALYSIS OF OPERATED CASES OF MULTIPEE CANCER IN THE LARGE
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密生型大腸ポリポーシスや潰瘍性大腸炎を伴わない大腸内多発癌の手術例について自験例 4例 と本邦文

献例107例を収集し,臨 床統計的に分析して次の主な結果を得た。

1. 症 例報告数は最近10年間に著しく増加しており,そ のうちわけは異時性30%,同 時性59%,両 者の

合併が11%と なっていた。

2. 大 腸癌手術時の平均年齢で,異 時性の先行大腸癌における男性例では43.4歳と,一 般大腸癌手術例

より18.9歳も若かった。

3. 病 巣の肉眼形態学的所見では,組 み合わせにおいて 同時性では進行癌と早期癌が51.0%で 最も多

く,異 時性では進行癌同士が大半をしめた。多発大腸癌巣間の組織像の差は,同 時性50。0%,果 時性66.7

%で あった。

索引用篤 :大腸内多発痛

I・ は じめに

大腸内に複数の原発性癌が発生した症例,す なわち大

腸内多発癌は臨床上遭遇する機会が比較的多く経験され

るようである。そのためか症例報告は比較的少ないよう

で, 著者らめはさきに他臓器痛の重複をみた大腸癌の手

術報告例を検討したのを機会に,大 腸内多発痛の本邦報

告例についても同様の手法を用いて検索し,そ の実態を

把握することを試みた。

II・ 研 究対象および結果

症例はいずれも手術例で,大 腸癌の場合に痛化しやす

い基礎疾患として指摘されている潰瘍性大腸炎や密生型

大腸ポリポーシスを合併したものは除外した。また痛化

ポリープ,い わゆるポリープ癌は癌として取 り扱った。

同一症例に時期を果にして発生した大腸癌にちいては先

行癌と後発癌の手術間隔が 1年以下のものを同時性多発

癌, 1年 を越えるものを異時性多発癌とした。

当科における自験例は1980年12月までの23年間に経験

された大腸癌132例中 にみられた 4例 で本邦臨床文献例

は1980年までの報告を医学中央雑誌
りによって検索した

107例である。

収集 された 同時性大腸内多発癌70例D‐4りと異時性大

腸内多発癌 41例1う1°2つ3,3り404つ0ゆ…6り
をそれぞれ表 1,

表 2に 示チ

a・ 頻 度 (表3)

大腸内多発癌の手術文献例107例中, 異時性力も0例,

30%,同 時性が59例,59%,同 時性と果時性の合併が11

例,11%と なっている。

b・ 報告年代別症例数 (表3)

大腸内多発痛の報告は最近特に激増しており,1971年

以降の報告力▼0%以 上に達しこの傾向は特に異時性大腸

内多発痛症例に著しい。

C・ 性,年 齢
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報告者
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年
　
　
齢

同時性大陽内
多発癌の大陽
区   分 分

1
岡  島 印

(1939) 男 S× 2
辺 見 ら

2 1 )

(1972)
男 D 十 直

井 上 ら41)

( 1 9 7 8 )
男 直X2

鳥  居 。

(1947) 男 S十 直
木  山

Z

(1972)
男 C tt D 井 上 ら41)

(1978)
女 S十 直

鳥  居 り

(1947) 男 S× 2 西 村 ら
2印

(1973)
男 A tt T

井 上 ら
4 1 )

( 1 9 7 8 )
男 直X2

4
名 和 ら助

(1953)
男 C十 直

田 中 ら
2 o

( 1 9 7 3 )男 S× 2
井 上 ら

41)

(1978) 男 S十 直

村 上 ら9

(1956) 男 T十 直 春  田
2印

(1973) 男 C tt T
井 上 ら

4 1 }

(1978)
男 S十 直

和 賀 ら
7}

(1959) 男 A× 2 丹 羽 ら
2的

(1974) 女 C tt S 5 4
ら
ゆ

上
９７Ｑ

井
男 直×2

大 川 ら助

(1961)
女 S +直 湯 川 ら

27)

(1974) 女 A十 直
井 上 ら

41)

(1978) 女 直×2

中 村 らり

(1962) 男 T tt D 千 葉 ら
2 9

(1974) 女 A tt T 5 6
下 山 ら

4り

(1978) 女 D× 3

石 田 ら
1 0

( 1 9 6 3 )
男 直×2 西 村 ら

2朗

(1975) 男 T tt S 小 穴 ら
4 3 1

(1979) 男 直×2

世 良 ら
11)

(1963) 男 C十 直 3 4
山 岸 ら

3的

(1976)
女 S× 17 韓

武 田 ら
4o

(1979) 男 SX2

問 島 ら
1幼

( 1 9 6 7 )
女 SX4 古 山 ら

31)

(1976) 女 S十 直 浅 サ| | ら4 功

(1979)
男 S +直

間 島 ら
1幼

(1967)
女 C tt A 金 子 ら

3り

(1976)
男 S+直 ∞

丸 谷 ら
4 的

(1979)
女 S× 2

‐３

一

‐４

問 島 ら
12)

( 1 9 6 7 )男 C tt S 前 田 ら
3切

(1976)
男 C+直 宮 野 ら4"

(1980)
男 直×2

問 島 ら
1分

(1967) 女 S× 2
酒 井 ら

3o

(1977) 男 S× 2
宮 野 ら

4 ■

(1980)
男 S× 2

山 形 ら
19

(1967)
男 A+T 出雲井 ら

3引

(1977)
女 D tt S

宮 野 ら
4n

(1980)
男 直×2

細  川
1 り

(1968)
女 結陽×2 4 0

藤 本ら
3 0

(1977)
女 A十 直 6 4

宮 野 ら
4η

(1980)
男 直×2

高 邑 ら
1助

(1968)
男 A+T 成 末 ら

3 ■

(1977)
男 S

宮 野 ら
4コ

(1980)
女 S× 2

大 橋ら
1 0

(1969) 男 直×2 小 ザ1 1 ら3 8 )

(1978)
女 C ttA+S十 直 6 6

宮 野 ら
4 7 〕

(1980)
男 直×2

大 橋ら
1 。

(1969) 女 A+T 中川原ら
3朝

(1978) 男 直×2 木 村 ら
4助

(1980)
女 直×6

岡 本ら
1 "

( 1 9 6 9 )
男 S× 3 4 4

中川原ら
3朗

(1978) 男 直×2 6 8
神 谷 ら

4り

(1980) 女 S× 4

片 寄ら
1 9

( 1 9 7 0 )
女 C tt S 中川原 ら

3り

(1978)
男 直×2 神 谷 ら

4 9 1

(1980)
男 S× 2

根 本ら
1 り

( 1 9 7 1 ) 男 T× 3
中川原ら

3印

(1973) 男 S +直 自験例 男 SX2

根 本ら
1 り

( 1 9 7 1 )男
C+S 中川原ら

3引

(1978)
女 S十直

2 4
山 ら

Ｄ

初

９７Ｑ 男 D十 直 4 8
島 田 ら

4い

(1978)
男 S× 3
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んどなく,当 科における大腸癌手術全例の60。4歳に比ペ

ると約 2歳若い程度であるが,果 時性では先行大腸癌手

術時の推定年齢は男43.4歳,女 50。1歳,平 均46.8歳で当

科における大腸癌手術全例の男62.3歳,女 58.4歳に比べ

表 1

性比は異時性2.15:1, 同 時性2.04:1と 男に多い

が,当 科における大腸癌手術全例の1.13:1に 比較して

も有意差にいたらない。

大腸癌手術時の年齢は同時性で平均58.0歳で性差は殆
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表2 異 時性大腸内多発をみた大腸癌の手術報告例

症
例
番
号

報告者
(報告年)

性
異時性大陽内
多発症と判明
した時の年齢

先 行
太陽癌

後 発
太陽癌

症
例
番
号

報告者
(報告年)

性
異時性大陽内
多発症と判明
した時の年齢

先 行
大陽癌

後 発
太陽癌

大陽区分 大陽区分 大陽区分 太陽区分

1
宮  崎

50)

(1959) 女 A S
卜 坂ら

6 1 )

( 1 9 7 6 ) 男 T 直

2
浅  利

51)

(1967)
男 T 直 向 上 男 C T

3
FH8  島I釣

(1967) 男 A T

H 3 上 女 S 直

宮 本 ら
6り

(1976)
女 直 S

同 上 男 T

同 上 男 T
奥 田 ら

6り

(1976)
女 直 C

6

7

同 上 女 S× 2両 古 山 ら
31)

(1976)
男 T D× 2

同 上 男 C ttA+高
表 原ら

6 り

(1978)
男 A T

坂 下 ら
5勢

(1968) 男 A 直
島 田 ら

4 い

(1978)
女 A S

大 橋 ら
19

(1969) 女 C D
中川原ら

39

(1978)
女 A

同 上 女 直

間 上 男 直 C tt A
鈴 木ら

5鋤

(1971) 男 T

村 山 ら
6 〕

(1978)
男 T tt D C

同 上 男 C T

三 好 ら
60

(1978)
男 A S

同 上 女 直 A

米  満
5り

(1971)
男 T S 3 4

西  回
67)

(1978)
男 D C

山 初ら
2 り

(1971) 女 T C 3 5
ら
の

品
９７０

三
女 T 直

石 川 ら
55】

(1972)
男 C D

高 見 ら
5 切

(1980)
男 S T十 直

柳 沼 ら
50

(1972)
男 T S

宮 野 ら
(1980)

男 A SX2

大 山 ら
3η

( 1 9 7 2 ) 男 T 向
宮 野 ら

47)

(1980)
女 T C ttA十直

石 田 ら
S9

(1973) 男 D 結腸 ×2
自験例 男 S T

C
山 下 ら

5り

(1973) 男 直 C+Att T
自験初 男 S

自験例 男 C× 2 直

千 葉ら
6 り

( 1 9 7 4 ) 男 T 直

ると男で実に18.9歳, 女で8.3歳, 平均13.6歳も若い.

また異時性大腸内多発癌と判明した時,す なわち第 1後

発異時性大腸癌手術時の年齢は男49.1歳,女 57.5歳,平

均53.3歳で,当 科における大腸癌手術全例に比べるとや

はり男13,2歳,女 0。9歳,平 均7.1歳若い。

d・ 大腸区分 (表4,5)

同時性の大腸区分は表4に しめすように記載の明かな

69例中, 多発痛巣が 同一区分に限局している症例が35

例,50,7%で 最も多く,そ のうちS状結腸 (以下 Sとす

る)17例 , 48.6%と 直腸15例, 42.8%が 大部分をしめ

る.つ いで連続的2区分の症例が多く18例,26.1%に 達

し, S十直腸10例が過半数をしめ,つ いで上行結腸 (以

下Aと する)キ 横行結腸 (以下Tと する)5例 が目立っ

ている。 残 りの 17例, 24.6%はいずれも非連続的大腸

区分の症例で,盲 腸 (以下Cと する)+S4例 が最も多

ヽヽ,

全体としてSが関与した症例が69例中33例,47.8%と

最も多く,つ いで直腸が関与した症allが70211中33例,

47.1%と多い。Cは 69例中11例,15.9%,A,Tは いず

れも10例,14.5%に 関与しており,下 行結腸 (以下Dと

する)が 関与した症例は6例 ,8,7%と 最も少ない。

果時性を先行大腸癌および第 1後発異時性大腸癌との
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表 3 症 例数,性 別,平 均年齢,悪 性腫瘍の遺伝負荷,合 併他臓器癌および多発大腸癌巣間の組織像

の差

同時性大腸内
多  発  癌

異時性大陽内多発癌
当科の一般
大 陽  癌

症   例   数 4   41

症
　
例
　
数

報
告
年
代
別

～1950 3    43%

1951～ 1960 3   43% 1 24% 2   15%

1961～ 1970 15   214% 9     220レ 琢 20   152夕 琢

1971-1980 49     700ラ琢 31     756レ 琢 110    833夕ち

性

男 47     67 1% 28     683夕琢 70    530夕 琢

女 23    329夕 琢 13    317% 62    47 0夕ぢ

大陽癌手術時
平均年齢

(レンジ)

男 584(25--81)
先  行 434(21--82)

623(26-84)

58 4(31-82)

第一後発 49_1(25--84

女 595(26--75)
先   行 50 1(31--76)

第一後発 57 3(40--83)

2親等までに悪性
腫場あり

6/20 300レ % 9/15  600% 318%

内 容

消化器系
(大腸癌)

121固  750レち
(81』 500夕琢) 個

拠
‐８

828ラ琢
62 1夕彰) /

異   系 4‖固  250夕 し 5個   172% /

他機器癌合併 14/69 21 9夕 し 11/38 289ラ 彰 10/132 76ラ 琢

内容

消化器系 8 8

異  系 2 4 3

多発大陽癌巣間に
組織像の差あり

16/32 50 0ラち 20/30 667レ 杉

表 5  果 時性における先行癌 と第 1後発癌の大腸区

分の組み合わせ

匝 |

博 C A T D S 直陽

C 1 2 1

A 1

T 3 3 7

D 1 1 1

2 4 5

直 陽 3 1 1
C tt A tt S十 直陽

結陽 +結 陽
で函んである。 こ れによると先行大腸癌がCで は後発大

腸癌がT,Dに ,Aで はT,Sに ,Tで は全大腸に,S   Ⅲ

大腸区分の組み合わせを表5に しめすように記載例57例   も 全大腸に,そ して直腸ではC,Aに 発生しやすい傾向

につき検討した。先行大腸痛はいずれも切除されている   が ある。

ため,そ の切除範囲に応じて後発大腸癌の発生部位は制    e.病 巣の肉眼形態学的所見 (表6,7,8)

限される答である。常識的なおおよその切除範囲を大枠    同 時性において病巣の形態の記載が明かな174個の各

表 4 同 時性における大腸区分

C A T D S 直 陽

! 1 3 1 芯 1

A 3 1

T 8 1 3 1 8 1

D ! 1 ! 1 3 2

略 W

直陽



大腸 区分 C A T D S 直陽 計

性
内
癌

時
腸
発

同
大
多

進  行   癌 10個 9個 10個 6個 44個 29個 108個

非 ポ リ プ 状
早  期   癌

3

ポ リ  プ  癌 1 5 0

形態不明早期癌

計
15

( 8 . 6 % )
14

(3.0%)
14

( 8 . 0 % )
8

(4.6ラ彰)
78

(44.8%)
4 5

(25.9レ彰)
174

当科における単
発大陽癌手術例

(19581.～ 1980.12.)

13
(lo.2夕し)

10
( 7 . 3 % )

15
( 1 1 . 7 % )

5
(3.9レじ)

拓
(20.3夕ち)

59
(46.1%)

128
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表 6 同 時性における大腸区分と痛巣の形態

表 7 同 時性における癌巣の形態別組み合せ

表 8 果 時性における先行癌,後 発癌の肉眼形態

ゴ 単 発
多 発

進行応 不 明 早期癌 計
同時 異時

単  発 3 2

多発

同時 1 1 1 l

果時

進行癌 5 1 3 1

不  明 4 3 2

計 4 3

痛巣を進行癌と早期痛に分類し,後 者を更に貨幣状,

I, Iaの 形態をとった非ポリープ痛状の早期癌と,大

腸ポリープが癌化したいわゆるポリープ癌とに分類して

その大腸区分を検討した (表6)。 当科における128個の

大腸区分と比較すると,大 腸内多発癌巣はSに 44.8%と

多く,直 腸は25.9%と少なく,単 発大腸癌手術例とほぼ

逆の比率になっており有意差がある O<0・ 01).こ の傾

向は進行癌よりもポリープ癌の方に一層明かである。

更に痛巣の形態別組み合わせを記載のある51例につい

て検討してみると表 7の ようになる。すなわち進行癌と

早期痛の組み合わせは26例,51.0%,進 行癌のみ21例,

41.2%, 早 期癌のみ 4例 ,7.8%と なり伴羊は殆んど認

められない。早期癌30例中26例,86.7%は ポリープ癌が

関与し,同 時性大腸内多発癌全例の51.0%におよ点

次に異時性の癌巣の形態学的所見記載例18例につき検

討すると (表3),先 行大腸癌はいずれも進行癌であり,

後発大腸癌は17例,94.4%が 進行癌, 1例 ,5.6%が 早

期癌である.早 期痛関与率については記載ある先行大腸

癌16例中 1例,6.3%, 後 発大腸癌19例中3例 , 15.8%

で,い ずれも同時性大腸内多発癌における早期癌関与率

58.8%に比べるとはるかに低率である。

f・ 果 時性大腸内多発癌の先行大腸癌手術と後発大腸

癌手術の間隔 (衰9)

表9 異 時性における後発癌発生までの期間

間隔 (年) 第 1後 発癌まで 第 1後発癌から
第2後発癌まで

≦ 2 2

2<≦ 3 8

3<≦ 4 8 1

4<≦ 6 2

5<≦ 6 3

6<≦ 7 6

7<≦ 8 3

8<≦ ll 3 l

11<≦ 12 l 1

12<≦ 14 2

14<≦ 15 2

15<≦ 16

16<≦ 17 1

癌巣の形態別組み合せ 男 女 計

進行癌のみ 11例 10例 21例

進行癌+非 ポリプ状早期癌 1 4

進行癌十ポリプ癌 7

進行癌+非 ポリプ状早期痛十
ポリプ癌

1 1

非ポリプ状早期癌十ポリプ癌 1 1

ポ リプ癌のみ 3

計



表10 同 時性おにける癌巣数と合併良性臨床的ポリープ数との関係

ぽ 2 御 3 個 4 個 5 個 1 0個 1 7個 男 女

0個 19切| 1 例 1 例 1 例 22それ| 15例 7 例

1 8例 1 例 9 例 5夕1 4例

2 2例 2例 1 例 1 例

3 1夕1 2例 1夕| 4例 3 例 1夕‖

4 1 例 1 例 l 例

数 個 1 例 1 ″ 1 例

6 1 例 1 例 1 例

7 1 例 1 例 1 例

9 1 切 1 例 l 例

1夕| 1 例 1 例

1夕1 1 切| 1 例1

l 例 1 例 l 例

不 明 11夕| 1 例 1夕1 13例 8例 5 切

Ht 46切 | 5夕1 3例 2夕1 1夕| 1 例 58夕1 39夕」 19例

男 32例 4例 2 例 1 例 399刑

女 14例 1 夕| 3 例 1 例 19例
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同時性では64例中14例,21.9%,ま た異時性では38例

中11例,28.9%に 認められた。 こ れらは当科における大

腸癌手術全例の7.6%に 比べると約 3倍 に達しかなり高

率である。その内容は両者ともに胃癌が最も多く60%以

上をしめる。

i・悪性腫場の遺伝負荷 (表3)

2親等までの血族に悪性腫瘍が認められた症例は同時

性で記載のある20例中6例 ,30.0%,異 時性で15例中9

例, 60.0%と なっており, その内容は両者とも大腸癌

が最も多くそれぞれ50,0%,62.1%を しめ,胃 痛は12.5

%,10。 3%と 少ない傾向がある。

j・ 多 発大腸癌巣間の組織像の差 (表3)

同時性のもので組織像に多少とも差のある症例は記載

のあるもので32例中16例,50.0%,異 時性のもので,先

行および後発大腸癌の癌巣間の組織像に差のあるものは

30例Ⅲ20例,66.7%と なっている。

H I ・考  察

大腸内多発癌の実数を把握することはむずかしい。そ

の理由として,①  臨 床上遭遇する機会が比較的多い。

② 大 腸癌の場合,癌 化しやすい基礎疾患として指摘さ

れている潰瘍性大腸炎や大腸ポリポーシス,と くに家族

麦1 1  異時性における先行癌および後発癌の合併良

性臨床的ポリープ教

溢サ 0個 1 個 4個 数 個 14個

0個 1

1 個 1 1 1

3 個 1 1

数 個 1

先行大腸癌手術から第一後発大腸癌手術までの間隔を

検討すると,41例 のうち16例,39.0%が 2年をこえ4年

以下の間に集中している。また6年 をこえ7年以下の期

間にあるものが 6例 ,14.6%に 達し全体として明かな2

峰性の分布をしめている。

g・ 合併 した良性大腸ポリープ (表10,11)

併存する臨床的な良性大腸ポリープが認められた症例

は,同 時性で記載の明かな46例中24例,52.2%に ,ま た

異時性では記載のある19例中先行と後発の大腸癌のそれ

ぞれに6例 ,31.6%と 高率に認められた.

h・ 他 臓器癌合併 (表3)
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性大腸ポリポーシスの取 り扱い方が一定してないこと.司

③ 癌 の診断上,腺 腫性ポリープの癌化組織像の判定に

個人差があり,ま た悪性ポリープの癌としての取 り扱い

方も一定していないこと.④  大 腸癌ではときに管腔性

転移がみられ,再 発と多発の区別がむずかしい場合があ

ることなどがあげられる。

癌研の松原ら
7の

は大腸癌手術1,017例中大腸内多発癌

66例, 6。5%を 認め, 国立がんセンターの小平ら
れ)は

大

腸癌切除622例中47例,7.6%を 認めているが,報 告年代

別症例数をみると最近約10年間の報告数は全体の70%以

上にまで達し, こ とにこの傾向は異時性のものに著し

い.こ れは年月の経過とともに異時性症例が増加するの

で当然であろうが,そ のほか大腸癌の発見が早くなるほ

ど同時性が減じ,相 対的に異時性が増加する
7のことも考

えられる。

性比では男の比率が異時性,同 時性ともに2倍 強であ

るが,一 般大腸癌との間に有意差は認められない。

大腸癌手術時の年齢をみると,異 時性における先行大

腸痛手術時の推定年齢は男43.4歳,女 50.1歳,平 均46.8

歳で, 当科における大腸癌手術全例に比べると実に男

18.9歳,女 8。3歳, 平均で13.6歳も若い.同 様の報告は

いくつかあり
4D7め

,40歳 代を中心に比較的若い年代に発

病した大腸痛症例は異時性多発癌の発生を念頭において

長期にわたって追跡すべきである。男では大腸癌先行異

時性他臓器癌重複大腸癌
りと同様に内因の関与が大きい

ことを推察させる.

大腸区分では同時性では同一区分に限局している症例

が50.7%で 最も多く,大 半をSと 直腸がしめ,つ いで連

続的 2区分の症例が多い.異 時性ではCに 後発するT,

D,Aに 後発するS,Tに 後発する全大腸とくに直腸,

Sに 後発する全大腸などの組み合わせがやゃ特徴的であ

る。

病巣の肉眼形態学的所見では同時性においては進行痛

と早期癌の組み合わせが51.0%で 最も多く,つ いで進行

癌のみからなるもの41.2%で ある。一方果時性において

は先行大腸癌はいずれも進行痛であり,後 発大腸癌でも

94.4%が 進行癌であり両者間に明かに有意差があるのは

興味深い.

先行大腸癌手術から第一後発異時性大腸痛手術までの

間隔をみると39,0%が 2年 をこえ4年 以下の間に集中し

ており,続 いて6年 をこえ7年 以下の期間にあるものが

14.6%に 達し,全 体 として2降性の分布 をしめしてい

る。注目すべきは間隔が2年 をこえ4年 以下の16711のう
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ち大腸内多発癌が後発癌の6例 ,37.5%に みられたのに

対し,間 隔が6年 をこえ7年 以下の6例 では大腸内多発

癌がみられていないことで,大 腸癌手術後 4年間は残 り

の大腸が発癌しやすい状態におかれている可能性がある

ことを念頭において診療に当るべきである.

合併 した良性大腸ポリープが認められた症例は同時性

で52.2%に ,果 時性では先行および後発大腸癌のそれぞ

れに31.6%と 当科における大腸痛手術全例の18,9%に 対

し高率であった。しかしこのような大腸ポリープと大腸

癌の関係を論ずるさいには,と くに腺腫性ポリープにつ

いて検索しなければならないが
7o,今

回は肉眼的,臨 床

的ポリープについて検索 したので推論はひかえる。

悪性腫場の遺伝負荷は同時性で30.0%,異 時性で60,0

%で あり,当 科の大腸癌手術全例の31.8%に 対して異時

性では明らかに高率である。その内容は大腸癌が同時性

で50.0%,異 時性で62.1%と 最も多く,胃 癌は12.5%,

10.3%と 少なく,こ れは大腸癌手術全例で大腸癌が14.3

%と 少なく,胃 癌が33.3%と 多いのに比較して特異的で

ある。

多発大腸癌巣間の組織像の差は同時性で50.0%,異 時

性で66.7%と なっているが,組 織型が同一の症例が88.2

%60と する報告もあり,癌 型や組織像が似ていることを

もってただちに転移であるとして多発を否定してはなら

ない。むしろ癌型や組織像の似たものが多発しやすいと

解釈する必要もあろう
7D.

最終大腸癌手術後の転帰をみると, 5年 生存率の報告

は少ないが,同 時性で56.3%7いで単発癌との差が殆んど

なく,か えって良好
7の

とするもあり,ま た異時性では更

に良好で62.5%7め,75.0%70な どの数字があげられてい

る。

IV・ お わりに

密生型大腸ポリポーシスや潰瘍性大腸炎を伴わない大

腸内多発癌の手術例 について 自験例 4例 と本邦文献例

107例を収集し,臨 床統計的に分析して次の結果を得た。

1. 症 例報告数は最近10年間に著しく増加しており,

手術文献例中異時性30%,同 時性59%,同 時性と異時性

の合併が11%と なっていた.

2.性 比 は有意差 にはいたらないが, 異時性2.15:

1,同 時性2.04:1で 男に多い傾向が強かった。大腸癌

手術時の平均年齢は異時性の先行大腸癌における男性例

で43。4歳と,一 般大腸癌手術例より18.9歳も若かった。

3.大 腸区分では同時性においては同一区分に限局し

ている症例が50,7%で 最も多く,大 半をSと 直腸がし
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め,異 時性ではCに 後発するT,D,Aに 後発するS,

Tと Sに後発する全大腸がやや特徴的であった。

4.病 巣の肉眼形態学的所見では,同 時性では進行癌

と早期癌の組み合わせが51.0%で 最も多いが,異 時性で

は進行癌同士の組み合わせが大半をしめた.多 発大腸痛

巣間の組織像の差は,同 時性で50,0%,異 時性で66.7%

となっていた。

5.果 時性において先行大腸癌手術から第一後発異時

性大腸癌手術までの間隔は,39%が 2年 をこえ4年 以下

の間に集中し,続 いて6年 をこえ7年 以下の期間にある

ものが14.6%に達し,全 体として2峰性の分布をしめし

た.

6.他 臓器癌合併は,同 時性で21.9%,異 時性で28.9

%と 高率にみられ,そ の内容は胃癌が最も多 く60%以 上

をしめた。

7.合 併 した 良性大腸ポリープは, 同時性 で 52.2%

に,異 時性で先行および後発でそれぞれ31.6%と 高率に

認められた。

8.悪 性腫場の遺伝負荷は同時性で30.0%と 一般大腸

癌手術例並みだったが,果 時性で60.0%と 明らかに高率

であった。その内容は両者とも大腸癌が最も多かった。

本論文の主旨は第18回日本消化器外科学会総会にて発

表した。

稿を終るにあた り, ご指導とご校閲をいただいた関正

威助教授に深謝する.
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